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心
m
M
や
頚
部
七
γ

刺
h

い
た
上
、

ー
に
た
ー
も
の
で
為
る
ーヘ

第

。
な
お
、
渋
ι口”へは、

内
凶
行
為
の
後
一
二
汲
怖
に
－
o

る
安
打
ね
詑
力
状
主
に
陥
っ
て
い
九
人
〉

J、
円問

裁
判
所
い

〆」ム
J

る
ぺ
き
で
な
い
ζ

し
つ
つ
、
第
仁
九
時
ピ

、
「
川
足
的
行
為
の
早
性
」
か
ら
主
体
を
一
似

U
J

る
と
じ
た

U

こ
h

れ
は
、ふ

刊
に
一
ぽ
古
っ
た
り
で
、
第
行
為
ζ

は
加
の
新
た
な
烹
忍

i

仇
｛
疋
が
あ
3

に
こ
評
慨
さ
れ
ー
～
日
J

ら
で
あ
る
u

本
判
決
は
、
連
日
出
、
子
市
裁
判

－M
 

所
が
一
承
料
的
責
任
無
能
力
一

J
q
一
店
打
点
…
っ
J

最
初
の
も
の
で
あ
い
り
、
未
遂
犯
V
J
4
ゐ
た
唯
一
ヘ
心
判
例
で
あ
】
I
G〈

ば
本
只
午
い
戦
力
が
れ
μ

在
L
～
刊
に
け
司
し
て
、

被
吉
人
は
明
記
殺
人

第
二
行
為
が
当
初
乃
犯
行
戸

Fも

ム

寺ぅ

の
判
例
は
、
連
邦
淫
J

汁
裁
判
一
寸
一
九
一
れ
ふ
ー
ん
qm川
月

日
判
決
で
あ
る
と
川
の
臨
町
苧
汁
～

U

こ
の
雫
案
は
、
戦
缶
入

が
州
内
市
山
者
心
殺
半
口
立
法
志
し
こ
、

を
mv
説
部
を
ハ
ノ

7
1
1
J辰一
huし
て
い
f
1
1
、ア勺

一
、
第
一
れ
九
台
、
一
昨
心
詣
叶
山

に
よ
る
μ
貝
仔
川
…
能

ハ
バ
尻
町
山
山
に
陥
り
、

最
終
的
に
は
［
近
に
為

Jλ
か
ん
九
J

古
川
い
て

わ
為
」
、
被
市
fu
者
J

デ
一
げ
刺
殺
し
た
と
い
弓
も
の
て
あ
る
c

ヲ司
「も

再 起L
E 判1
~五時t

H 

i ,, 
の
IT:! 

・'': 
沿
えp

支
持

サ？

上

てユ｝ゑ

ヨ
ザ
〈
勾
寸
⑦
阿
川
げ

ι
A
L
4「
F

」
の
事
案
セ
ー
ヴ
吋
ー
パ

i
の
慨
は
加
的
以
さ
」

（

U
%台
と
共
不
的
山
門
川
〆
で
為
ム
V
J
仁

ず
な
わ
弘
、
行
為
者
に
は
「
市
中
匁
経
耐
の
〈
i
持
制
な
子
比
す
る
こ
と
が
で

吉
松
い
以
l
、
表
象
さ
れ
た
例
以
点
的
尚
か
り
の
送
脱
は
、
そ
れ
が

t
o
れ
ば
予
HmJ
市
吐
か
ザ
な
範
鴎
に
と
ど
ま
り
、
別
個
の

犯
行
と
石
川
知
で
き
な
い
限
り
、
ド
山
立
は
阻
却
さ
れ
な
い
」
と
い
う

J
〆
た
が
っ
て
、

被
告
人
は

殺はロ内
J
b
午
、
も
っ
て
責
任
能
ト
ん
い
が
あ
る
状

ν沿
い
で
ハ
〆
マ
ー
に
よ
る
段
－
z
fぜ
出
え
、
そ
の

の
結
果
ζ

し
に
自
の
肘
川
町
に
町
り
、
こ
の
状
能
ー
で
F
L
心
原
因
；
、
な
う

と
の
で
あ
る
か
ら
、
殺
人
政
浅
却
の
玄
仔
を
貨
店
つ
」
乙
し
た
υ

:J 

第
一
は
、
山
正
邦
透
常
及
川
刊
オ
一
士
八
九

4
一
ヘ
＼
百
九
円
ヤ
川
戸
川
で
あ
る

（
一
村
山
政
性
健
iLUι

州
事
行
hlt
裁
判
司
一
昨
に
よ
れ
ば
、
絶
措

d

を
宣
告
し
た
被
九
円
者
同
に
み
…
似
し
に
犯
人
は
、
祁
下
方
や
科
技
す
る
の
円
山
凶
で
す
イ
1
7
1
V）取
H
山I
L
W肝
よ
八
た
／

τ」
ろ
ヘ
第
行
為
）
、
一
杓
IM

生
健
」
山
庶

に
よ
る
古
主
無
能
力
状
思
に
川
川
り

干
の
状
h

時
で
一
八
日
刊
に
及
ぶ
料
突

F
M市
二
行
為
｝

hv
一
ぬ
ご
な
w
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被
宇
蓄
を
刺
殺
し
た
と
さ
れ
る

ν

日

λ
l
t
：t

ヰ
半
、
り
：

fe

犯
人
が
玄
粁
午
詑
力
状
態
で
殺
害
」
1
J

司
令
の
を
マ
F
J
J
心1
）
な
か
っ
た
ね
上
、

ぺ
治
則
行
為
時
ピ
は
、

「
国
リ
ョ
ほ
に
お
い
て
川
口
ヨ

主
ノ
？
為

の
ボ
？
世
ぶ
）
川
神
ハ
仕
る
一

－甲小

ι

た、

実
行
の
小
一
子
前
期
を
め
ぐ
り
、
州
刑

了
ム
寸
ム
ー
ホ
刊
一
JAI
、り

J
f
j
t
e
j
ノ
じ

内
吋
川
｝
】

2

着

f
に
咋
訪
中
！
？
L

、
そ
の
時
日
立
a
R汗
の
技
力
は
丸
っ

1PY」
認
定
）

J

そ
の
上
で
、
被
告
人
一
は

っ
て
紋
弁
者
を
刺
殺
し
て

お
り
、
羽
実
の
国
染
経
法
乙
表
象
り
同
で
重
大
な
組
齢
は
中
じ
て
い
な
い

U

激
し
い
恰
段
に
よ
り
責
勺l
彼
詑
h
A
I
九
な
っ
ト

こ
-c 

あ
ら
か
じ
吟
表
象
し
た
よ
れ
も
多
〈
幻
材
料
創
を
い
れ
ハ
わ
七
円
J

J
～
け
で
丸
山
り
、

か
」
う
な
く
し
追
い
は
活
空
で
は
な
い
。

げ
か
乙
て
、
被
告
人
に
ぽ
殺
人
段
、
也
市
升
か
認
め
ら
れ
る
と
し
と
－

三実行？γ／｝＇lflilJえにつ1て（

以

mv
引
案
は
、

い
ず
れ
も
犯
人
が
実
行
行
為
の
途
中
で
責
任
伽
能
刀
と
介
ご
と
事
来
て
お
り
、
山
下
ん
行
途
中
C

一問問
r

蛍
は

'1 

d
「

f

尚
也
71
リ一日、！？山ワ

イ
J

f

J

：h
7

し

尖
行
〈
弘
中
立
限
む
責
任

に
つ
い
て
、
設
判
所
む
判
V

則
合
不
す
も
の
で
は
と
い
へ
こ

JF
パ
バ
に
な
っ
た
均
台
も
図
呆
悶
係

ω日
軒
下
い
に
よ
〉
て
解
h
A
仇
さ
れ
る
T
／
～
み
て
い
た
っ
例
え
ば

下
し
之
ト
什
、
で
向
者
九
主
左
手
V
G
い
以
ト

ヤ
ン
う
は
、
主
行
途
中
己
主
に
＼
γ力
が
法

医
柏
木
経
過
心
況
脱
心
法
州
四
「
ι
照
ら
し
た
罪
責
J
P
」川円断
j
れ
ば
よ
い
と
い
う
υ

一
」
心
片
山
に
つ
い
て
、

ま
さ
〕
く
支
行
注
目
の
限
定
頁
伴
臨
む
主
以
下
旬
扱
コ
た
ち
の
が
、
述
児
通
常
裁
判
所
二

0
0三
什
汁
ー
は
月
一
一
心
［

判
決
E
あ
ゐ
し
ご
の
向
d

，
条
で
は
、
同
性
愛
関
係
い
あ
っ
た
阪
半
苦
J

痴
話
喧
嘩
ケ
ヲ
ν
た
犯
人
が
、
殺
告
を
も
っ
て
錠
を
附
器
い
襲
い
か

: 承知〈的肯＂ *1te力

イ、
r 

Iニ

行
為
）
ロ
そ
の
後
、
爆
発
的
情
討
に
よ
る
限
定
責
任
詑
行
状
態
に
陥
打
、
令
計
一
一

M
4
の
打
撃
、
第

行
為
）

（第

え
て
被
告
円
者
を
牧
A

ぇ口

L
と
。
設
引
所
は
、

ヤ
ン
ケ
の
見
滑
を
採

μ
Lて
、
’
h

A者
が
い
た
ノ
J

川
町
一
着

F
伶
に
限
定
員
任
加
山
中
1
hり
と
な
っ
た
場

ム
ロ
に
も
、
肉
果
経
h
k
f
4

－u
q～
悦
か
ら
み
と
、
非
本
質
的
は
逸
脱
に
返
さ
は
い
な
ら
ば
、
役
人
収
遂
罪
心
斉
午
ー
を
負
ー
：
日
を
減
行
し
日
い

一円九）

と
吋
不
L

J

J

。

川
以

H

、

－M
凶
治
関
係
の
錯
誤

の
山
川
町
ω
と
し
て
処
別
記
す
る
c

し
人

主

R
阜
市
主
リ
リ
ヂ
町
立
、

：プ
j
7
1
2子
f
J
L
I

「ぷ料品市
J

レ
口
汗
無
能
h
一一

の
宇
日
系
を

「CJ 

1
7
 

を
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r日

？
っ
つ
亡
、
こ
」
で
問
、
複
数
の
汗
為
を

個
の
日
一
行
行
為
と
？
叫
ん
～
よ
で
、
こ
れ
と
構
成
安
件
的
結
果
、
r
の
聞
に
相
当
悶
ゑ
関
係
が
あ
っ

ど
こ
／
｝
が
、
山
援
と
さ
れ
て
い
る
の
で
為
る
。
ま
た
、
十
一
釘
的
に
も
梶
山
u
h
の
行
為
の
司
に
新
た
江
青
山
思
決

4

に
が
な
か
っ
と
と
し
て
、

J、
円問

守
、
作
的
μ

問
主
人
MYP

－

行
為
か
ら
阪
遂
精
製
ま
亡
の
因
果
対
過
の
錯
誤
を
検
討
し
て
い
る
ロ
か
J
う
に
1

〆
て
海
数
の

mm
／
ご
九
に
卜
て
、
峠
－
h

／れ
A
z
V
｝

前

η
実
行
行
為
に
包
泊
す
る
場
台
、
第
二
行
為
zぜ
〈
円
台
結
果
わ
、
起
の
部
分
は
一
つ
の
当
果
流
血
相
に

γ
ぎ
な

ρ
こ
と
I

九
は
る

U

そ
れ
丸
山
ザ
九
、

ψ
i
議
行
為
に
刻
す
る
有
責
性
の
評
低
も
一
円
ど
起
り
る
こ
と
に
な
J
J
つ
。
換
一
訂
す
れ
ば
、
第
一
行
為
ζ

第

仁

為

か

日
一
実
行
行
為
に
斗
抗
司
能
で
7

め
り
、
、
7
っ
し

f
行
為
に
持
成
史
付
約
結
果
テ
臼
muFmし
う
る
以
戸
、
同
凶
巾
ポ
心
治
問
U
で
責
州
中
能
h
M
が
低
ト
し

て
も
、
実
ノ
汀
行
為
の
阪
佑
叫
に

R
午
能
力

T
や
れ
ば
、
民
遂
↓
只
停
を
「
ユ
弘
め
て
レ
る
の
で
丸
一
ム
れ
で
も
と
も
、
削
述
し
こ
よ
う

ι、
裁
判

ii 

第
二
行
為
の
陀
に
一
「
川
上
に
た
意
思
決
心
が
丸
る

2
さ
わ
る
ιど汁

第
行
為
し
し
弟
子
行
為
は
別
個
に
検
討
さ
れ
る
と
し
て
い
竺

（
お
｝
国
〔
H
H
H

戸向。

v

－5
2
3
d

出
均
一
川
枚
目
一
V

亡、

G
q｝
FrtNC一
回
忌
エ
ロ
ニ

ω
5
J
O
η
目玉
s
f
m
hご〆「「
o
f
3
J
Z
P
E
r－ω円
hfzFF｝】
E
主

ω
r
L
E
F
F
の
h
f
E
m
F
m
f
中
空
許
ザ
一
い
わ
U
1
0
本
M
W
的
責
任
年
能
力
片
山
〉
い
て
戸
1

」
間
以
7
川
サ
一
干
一
）
山
一
民
以

A

参
加

九
三
｛
主
主
印
山
時
三
ブ

α
ω
弘
行
制
れ
と
う
て
会
与
一
合
同
一

N
E
E－ユニォ

2
5
7宝コロ
EA－－伯作以／「
r
T
1
2
2
7
4
2ヌ
午
さ

J
J

一
九
与
さ
コ
ロ

印刷「応戸門戸｝戸トビ小川ザハけ吋
k
f
H
q
u
a

一切］
F
d
H
H
ν

山山｝ぬ阿古門）
A
W
U

勺同
3
r－e口
C
丘公迎。氏
2
M
A
W
H
F
H

戸｛ペロハ戸内、に一一い
V

氏自同ぬ円
P
H
h
m
w

一『
N
一H
U
U

守山占出
H
H
H
J
H
V

戸七じ均一に「円山
w
h

E｝
F

了
三
宮
号
Z
2
円
2
5
2
v
M令
氏
。
］
己
主
回
受
r
戸包語勺｝】
E
n
v
ロペご一日戸）（
d
y
ω
ω
己
司
三
月
十

P

削
指
内
向
烹
r工
国
ニ
リ
一
四
七
良
川
よ
宮
山
川

（万一

σ
C
Z抗
守
出
仏
日
μ

印
］
い
じ
日
如
れ
し
ャ
て
、
二
ハ
｝
戸
一
（
v
p
h
r
ヨコ
η
『「内一ニ加古『
N
マだも叶（」印

U
Z」
］
U
F
M

匂
句
ン
印
q
p
P
4

ぺ
河
一
足
弘
、
民
2
コ三コハリ可〕
J
2－

5
日ψ
吉宗之《一月

H
F
2
4
4
5与
す
五
日
一
ケ

υ（）
C
M
L
f
u
f
午

2
・
前
掲
限
公
》
国
一
井
ム
ヘ
一
い
ハ
以
、
会
昨

l

J

一
一
ル
ィ
コ
ハ
ル
士
回
口
ア
ケ
ψ
A
H

ヤ
ミ
）
ご
マ
ぴ
日
ω
コ

ヘ
口
一
九
三
山
、
計
一
円
へ
口
六
立
戸
口
及
び
m
J

＼
日
｝
正
釈
り
l

げ
た
お
判
刊
に
閉
し
＼
犯
行
去
る
経
伴
ゃ
犯
汀
封
殺
を
＼
一
白
め
七
ー
で
の
洋
釧
つ
い

L

は
、
以
「
心
主
川
引
や
一
参
問
、
さ
れ
↑
」
レ
川
凶
人
仏
、
ん
英
「
＋
売
れ
つ
よ
恒
三
J

後
の
責
任
能
力
所
一
言
一
一
哨
一
六
軒
合
青
汁
州
能
力
－

C
白
川
忠
一
回
犬

大
学
院
川
究
2
L

川
山
六
戸
J
l
2
一
町
六
、
九
ハ
百
以
、
中
古
エ
吉
掲
問
点
f
f
凶一一
17J

川
口
以
下
、
林
人
月
千
「
主
汗
「
↑
f
ム
一
巻
中
れ

1者
Jよ
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三実行？γ／｝＇lflilJえにつ1て（

し
つ
の
責
年
山
市
L
Lぃ川
v

一
神
山
、
一
人
持
サ
ミ
J

玉
、
一
礼
二
占
ヲ
刀
ト
初
日
宏
一
見
凶
に
お
し
て
ー
一
寸
刊
な
行
口
〉

ι
人
行
行
為
k

一ω
山
で
古
江
誌
力

に
疑
し
の
ル
ナ
〕
一
一
喝
ム
の
刑
伴
、
的
処
刊
に
つ
い
て
」
一
引
J
M阿
川
長
一
サ
一
叶
l

八
一
二
七
三
必
h
l
、
山
中
九
州
払

l
fイ
J

停
泊
心
訟
中
で
よ
一
刊
誌

h
A
C
A択

w－
山
太
夫
以
前
」
に

M
J
～
半
索
た
院
か
る
一

V
O察
一

J
生
リ
山
者
一
ゃ
一
二
口
ソ
一
甘
一

C
J

五
口
、
及
び
、
流
出
河
川
セ
一
七
七
行
為

日
比
佼
の
い
仲
間
以
火
活
お
に
つ
い
て
い
い
宝
浩
光
斤
古
河
司
祝
賀
論
文
集
前
ソ
砕
一
平
一
一
｝
七
叫
以
以

l
参
山

ヘ
刊
比
一
切
p
c
E一
昂
完
「
毘
｝
V
E
F
F
L
H
E
H
r
c
F
γ
M
Z
L
E一切区

ι民巴巾戸
N
T
E
Y
M
%
〉
己
f

N
（）ピ）叩円山岳民日品
h

広
明
口

ヘ
同
日
）
山
内

e

t

削
内
出
川
凡
け
一
ヱ
十
一
気
持
d
T
t
H
J

一
mv
｛山〈ル士臼ア

F
日

1

5

ふ
一
一
泣
牛
、
一
ヴ
二
パ
？
心
概
括
的
投
青
山
は
、

7
C
川
容
に
即
l
、
一
五
一
nJXい
竹
村
忠
光
d

f

〈

2
A
W
足立
F

こ
い
喜
一
一
均
三
百
時
五
J

に
J

、

呼
ば
れ
て
い
る
〈
混
同
vFF七九一

2

2
｛
門
司
主
占
〉
一
宮
2
2
ロ日

C
ニロ
M
W

七
回
去
巳

2
門
司
2
7
5
己
主
Y
苦
手
口
L

f

にC
C戸

3
2ケ
プ
テ
「

かめ守
F広
三
F
L
F
レ仁一
mAJ月

rp
コ
ヌ
ペ
、
「
一
、
（
〉
FM2

心（」こ
v
p
v
h
p
c
r
d司
令
ユ
民
P
E
山山〕
C
のの一一ぷ古川
L
Z
F
η
F
K
J
Z
T
】2
w

小山口一色
2
4
7
0
周辺さのこ
E

t

α

〉一氏ザ

皆
、
主
も
河
内

4

｝】い
D
N
H
H
油
】
訊

一何一
J

｛
昨
（
山
生
日
時
ロ
ハ
円
以
託
、
r
h
h

一
お
、
回
ハ
L
円
以
了
間
内
い
ド
戸
店

Fω
山

ヘ引
H
F

出
口
ヱ
山
崎
、
ω

九
日
一
日
’
叩
戸
、
ゾ

（吹山一

σ’】｝「一
FJFP｝1
Z

｝U
T
U
一一
J
H
η
M匂
ど
m
J可｝炉内、コ｝円
U
F
コ日戸、尚一
w
d
r
C
Aた
L
m
ハは（円い川コ
μ
r
y

二
、
〆
戸
亘
｛
C

－MF日
明

J｝コ
z
m
v
］問、山、ハ伊刃
L
2
「日
f
w
N
Z
ゆ日同

一が
F

ロC
E

5

7
皆
目
’
に
－
x
k
f
i

一出合

: 承知〈的肯＂ *1te力

一
）
日
例
が
登
場

L
と
以
後
の
」
T
説
状
況

上
湿
し
ん
J

一
ム
肢
の
酔
肝
主
十
件
：
可
決
の
登
場
を
終
に
、
以
下
心
一
二
つ
り
が
～
鮮
が
主
長
さ
れ
止
。
第
一
の
見
解
は
、
汁
依
と
同
様

に
、
↓
本
継
川
山
本
只
年
い
ん
世
詑
カ
ー

の
お
j

楽
」
U
Y

一
司
岡
本
山
町
品
の
針
決
」

の
宇
峯
ζ
み
て
、
行
品
者
に
い
は
遂
責
灯
ー
を
認
め
る
い
い
九
併
に
川
町
淫
乱
づ

U
Hん
貯
は
、
実
行
行
為
と
貞
午j
能
力
の
同
時
打
存
の
以
引
を
厳
格
に
解
し
、
責
作
能
ん
か
低
ト
ず
る
前
の
行
為
に
未
遂
犯
す
認
め

主存
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r日

る
見
解
一
十
三
逐
説
）
、
さ
ら
に
、
第
一
の
見
解
は
、
情
此
史
打
的
故
玄

Jr
「
此
浅
川
市

2

と
「
正
浅
川
武
器

ド
山
分
け
た

l
で
、
実
行
行

為
に
「
既
中
一
故
意
L

か
欠
け
る
ぬ
合
に
は
木
遂
犯
の
み
を
認
町
、

既
九
返
品
果
ん
バ
｝
惹
同
止
し
た
行
為
に
は
尚
美
犯
を
倹
討
？
る
に
と
ど
め
る

J、
円問

［
品
格
ミ
あ
る

。
日
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
冗
m
牲
に
つ
い
て
概
F

臥
し
よ
う
。

,, 

ま
ず
、
ド
イ
ツ
の
し
人
配
的

M
M川
で
d

め
る
ほ
遂
vdか
ら
慨
前
一

L
ょ
う
n

こ
の
児
解
は
、

の

問

題

キ

ヨ

f
小
継
的
1

民
午
ー
計
十
、
能
力
i

出
ギ
待
係

の

原

型

ζ

み
て
、
犯
人
に
完
半
以

hm浅
直
任
命
一
認
必

ル
ド
ル
ブ
ィ
に
よ
れ
ば
、
本
忍
犯
は
当
常

ι
成
二
u

さ
ら
に
未
遂
を
辺
プ
九
て
方
巡
犯
ケ
↓
認
め
る
た
め
ル
は
、
完
全
な
行
為
小
川
ヰ
い
か
が
判
責
に
＋
工
へ
卵
、
〈
れ
る
こ
と
、
故
意
に
実
現
し
た
粘

来
不
法
古
尖
行
の
伝
子
（
第
一
行
為
）
に
伺

HrJる
こ
と
町
二
l

主
、
る
、
」
と
、
及
ひ
、
行
為
者
円
引
所
為
決
意

川
内
｝

f
不
透
段
明
竹
L

山L
っ
て
ぺ
人
行
ー
だ
こ
と
を
裂
す
る

J

こ

寸
「
三
年
一
ヨ
ヌ
ナ
一
三
円
を
よ
れ
終

mv
裟
叶
が
光
き
れ
、
さ
ら
に
現
実
心
因
果
経
過
と
行
為
起
の
十
台
久
子
一
般

年
活
経
験
ー
子
川
地
引
い
一
範
囲
昨
い
に
あ
れ
は
、

国
果
経
過

い
以
戸
、
打
為
者
に
完
市
な
宣
仔
合
同
う
こ
ー
と
が
て
き
る
と
い

こ
こ
で
問
題
〉
な
る
の
が
、
ど
の
と
う
な
場
合
ご
あ
れ
ば
山
内
来
計
過
の
注
脱
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か
と
あ
る
。
シ
ム
テ
ル
ン
ベ
ル
ク
・

匹
F
れ
が
辺
、
り
沈
脱
い
U
v
あ
っ
た
と
い
、
え
る
場
台
は
、
責
任
畢
能
力
状
態
で
の
実
行
行
世
代
目
、
責
仔
能
か
が
笠
卜
す

一は

る
ノ
酌
に
開
始
さ
れ
た
五
行
と
行
為
法
れ
ね
で

M
別
3
れ
る
と
き
で
あ
る
と
品
川
、
へ
る
c

こ
れ
は
、

η
i
ベ
シ
に
よ
れ
ば
、

行
為
忠
一
保
が
別
で
あ
れ
ば
、

じ
絞
行
行
為
は

新
人
、
以
決
立
に
ぷ
づ
く
行
為
と
判
断
さ
れ
る
か
り
で
あ
ろ
も
っ
し
ま
た
、
か
、

τっ
た
立
場
に
一
弘
引
い
ば
、
実
行
主
旦
任
舵
ー
や
か
同
吋
に
存
在

す
へ
き
時
点
は
、
計
九
か
一
が
市
J
h
U
A
J一
を
創
出
し
に
時
九
乙
い
う
こ
乙
に
な
る
」

な
お
、
支
配
的
］
品
川
岬
の
お
は
、
「
血
の
附
山
町
事
件
判
決
と
司
設
に
、
実
行
途
干
の
責
粁
常J
力
低
、
I
L

と
「
4

ノ
し
ー
ベ
ー
の
概
桁

氏
以
意
」
心
事
析
の
認
似
性
を
認
め
る
。
間
三
い
、
い
ク
、
J

ン
ピ
よ
れ
ば
、
河
事
例
は
、
仏
軍
一
行
為
時
に
「
直
正
詑
ハ
ベ
」

ζ

1

故
芭
』

と
い
う

i
較
的
民
業
に
欠
け
る
白
、
三
共
通
性
が
占
め
る
。
第
行
為
を
〈
ノ

L
て
当
初
け
犯
／
れ
一
一
似
を
実
羽J
しりに
J
と
、
さ
ら
に
、
か
よ
う

一お一

ヘ
う
ヒ
仰
山
り
町
民
京
が
欠
け
る
こ
と
は
附
果
紅
、
え
の
継
続
と
し
て
重
安
可
江
レ
以
Y
T
川
品
川
忍
青
一
司
げ
を
一
北
川
町
る
の
は
長
当
で
d

わ
る
と
ト
ど
っ
c
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他
布
、

7

が
惟
和
的
責
任
畑
山
能
力
を
「
ヴ
γ
了
！
パ
ー
の
概
抗
的
故
主
と
泊
以
前
に
従
え
た

ー
入
、
峰
山
吉
川
叫
る
方
イ
レ
ン
は
、

「
山
の
酪
門
事
利
h

判
決
す
批
判
ー
ν

』

、

〉

〉

1
J
f川リ

F
4
℃

次
の
よ
う
に
述
ペ
ム
V
υ

w: 
3君
主】，，＇
言'i ) 
（立 l
ii 刊

当 J

ょz
6,28 r~ 

的
よ. ~立u イγ

ノ行為斗寸げがか加

出
よ
い
左
足
に
必
安
な
h

一
こ
を
1
ぺ
し
市
大

prI〆
た
乙
い
う
認
識
が
あ
る
以
卜

ー
↓
本
被
的
昔
、
打
知
市
北
北

h
H
」
の
卒
業
で
は
、
そ
う
し

は
荒
川
で
あ
h
、

い
の
に
切
、
丸
、
ヰ
わ
れ
技
力
低
、
が
な
け
れ
ば
結
県
志
起
に
泌
す
る
行
為
を
五
行
し
た
か
弔
↓
h
y

一泊〕

中
J

汀
宋
遂
の
汀
山
町
糾
い
を
考
治
「
司
令
、
必
裂
が
あ
る
以
上
、

故
山
府
民
浅
犯
の
中
日
汗
を
同
事
7

べ

L

0

1〕
た

Fυ

っ
と

行
為
と
責
汀
能
心
が
何
時
に
存
在
し
た
限
度
で
未
浅
犯
2
I
C
処
罰
す
べ
一
き
で
あ
る
と
レ
う
c

こ
の
見
解
は
、

行
一
行
為
心
同
時
的
コ
〆
ト
ロ
ー
ル
一
を
長
松
に
川
町
ぶ

rJる
も
の
と
い
え
よ
う
〈

μ
貝
任
能
れ
ず
に
よ
る
実

三実行？γ／｝＇lflilJえにつ1て（

こ
の
よ
う
へ

ガ
イ
レ
〆
は
、

4
F
f能
力
心
有
拒
に
お
じ
て
、
治
一
行
為
1c
第
行
為
の
許
制
一
一
個
別
に
行
、
ー
し
た
が
っ
て
、

潤
む
意
思
決
！
ぺ
止
に
い
川
し
て
一
一
泊
む
中
止
’
打
行
為
が
F

汀
が
い
す
る
こ
と
を
、
川
提
と
す
る
へ
も
っ
と
も
、
か
よ
う
な
行
為
の
先
制
が
1

構
成
袋
仕
段

昨
旧

f

行
わ
れ
る
の
か

あ
る
い
は
責
任
段
批
判
で
行
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
亡
、
う

fν
〆
は
別
ら
か
じ
し
て
い
な
い
c

'' lieぇ
1長

郡
上
れ
澄
討
を
旅
田
川
寸
る
H

r
ル
タ

i
J此
び
ン
コ
〆
lli
ダ

i
の
見
解
を
持
制

fF士一ノ
υ

こ
の
飢
餓
に
よ
れ
ば
、
ふ
干

ド
勺
の

hJL
一切

行

為

に
構
成
要
件
的
わ
首
長
を
発
行
汁
さ
せ
る
と
い
よ
認
設
、

「
丈
へ
ノ

3

1

1／
す

4
J
1

既
遂
げ
ぽ
玄

か
ら

ρ

乞
欠
く
場
合
、
お
ふ
行
為
は
末
終
了
一
点
、
再
刊
の
段
階
に
と
と
ま
る
山
上
、
既
巡
処
H

剖
に
必
ぷ
（
な
行
九

J

小
法

に
欠
け
、
結
果
帰
属
に
吾
要
な
危
険
を
認
識
し
て
い
な
い
ん
に
め
、
犯
人
を
故
結
成
ゆ
）
犯
に
問
、
っ
と
ζ

は
で
き
な
い
／
一
い
ぶ
J
d

さ
ら
に
、

F

4
ル
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
故
E
既
遂
犯
の
穴
任
を
問
、
つ
に
は
、
叶
r
f未
遂
の
攻
防
ま
で
責
任
詑
力
を
い
山
首
ベ
L
て
は
な
り
な
い

いザ、
c
一一化ヨハ
74
コm
z
t
O同

お
仰
向
井

N

J
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主
7こ

こ
の
E
F
L

併
に
属
す
る
シ
ル
ト
「
円
、
仇
れ
ば
、
行
為
者
h
M
末
終
f
本
遂
の
一
段
院
で
責
吋
1
1

計
力
を
喪
牛
人
し
て
い
な
け
れ
ほ
、
終

f
末

J

尚
r
A
花防刊の

む
A
z
V
｝絞
F

れ
7
L

止
か
f
b

か
は
で
小
川
町
↑
〈
あ
る
以
i
、
犯
人
に
は
中
止
未
遂
の
法
的
内
能
性
を
考
応
「
ペ
、
JF
で
お
｝
白
と
い

h

つ
n

ま
た
、
ブ
ソ
ベ
に
よ
れ
ば
、
ほ
意
既
遂
犯
か
J
4
w
ル
る
た
め
に
は

単
な
る
ー
丈
行
の

J

併
で
の
存
p

仕
や
予
見
可
能
な
内
応
閉
山
添
士
介
し
た
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r日

一如来十

Lthだ
け
で
は
辺
り
ず
、
容
倒
的
ピ
惰
成
長
件
的
結
一
一
の
さ
白
起
に
幽
す
る
ハ
デ
勺
と
、
ド
制
的
に
は
札
ht
に
対
す
る

どっ

心
実
州
叫
が
必
裂
で
あ
る

目
以
喜
危
険

校
正
危
険
と
は
、
行
為
有
に
日
二
一
工
夫
象
汽
じ
れ
た
危
険
、
Y
E味

J、
円問

ず
る
以
上
、

校
長
危
険
は
i
－
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、

材
製
を
玄
起
－
7
4
0
の
に
地
し
七
五
行
行
為
の
存
在
、
こ
そ
の
認
誌
が
な
け
れ
ば
、

結
集
を
此
甘
え
一
帰
属
で
き
な
、
か
ら
で
あ
る
と
い

）y
p
べ
と
は
口
の
見
解
j

～L4H
u－
Q
、～J

ょ
ト
レ
／
グ
に
よ
れ
ば
、

m
M
A止
結
u市」／
L
、起

し
に
第
行
持
は
、
せ
パ
ぜ
い
コ
hh
尖
犯
が
検
討
3
れ
る
に
一
0
2

ぎ
仕
い
こ
に
に

し
た
が
っ
て
、
こ

7
l
r見
解
に
よ
れ
ば
、

巾
の
耐
附
何
事
件
に
お
げ
る
五
行
の
肴

I
～
第
一
行
為
）
は
、
？
れ
什
同
体
結
瓜
古
品
」

に
i
分
な
ノ
汀
為
で
ム
の
か
り
、
ニ
正
時
山
J

で
況
送
故
白
及
び
ほ
意
危
険
2
責
任
前
わ
が
伴
う
以
；
況
送
結
果
を
日
間
以
さ
せ
る
一
」
と
が
で
き

｛出

出
効
性
柏
崎
忘
恒
事
什
一

（
第
行
為
）

は
、
容
創
的
に
楕
成
段
門
川
的
仙
東
芝
苦
L
店
「
る
hr叫
川
被
性

に
お
行
る
実
行
の
着
手

を
か
じ
行
為
で
は
な
く
、
王
似
的
に

b
波
注
故
白
及
ひ
収
意
危
険
の
宝
九
一
l
叩
に
欠
け
る
以
」
、
戎
浅
村
山
且
ホ
ム
わ
γ
（帰

i

砕
さ
せ
る
、
｝
と
は
で
き
な

し

γ
っ
し
て

部
＋
ボ
淫
況
は
、
叫
札
巡
故
意
」
、
あ
る
い
は
、
「
以
雪
山
危
険
」

の
細
川
八
三
ど
用
い
る
一
L
l
で
、
弟
一
つ
r
付
と
第
一
行
r渇

を
構
成
虫
件
段
階
か
ら
分
け
て
考
向
日
寸
心
の
を
明
誌
に
し
h
J
て
ワ
イ

ν
／
の
礼
服
と
異
！
よ
る

J

u 

以
ー
の
、
で
一
ノ
に
、
学
説
は
、
「
J
h小
拙
和
的
責
村
山
門
店
能
力

の
処
却
に
悔
し
、
情
成
長
汁
該
当
一
川
聞
の
問
題
と
す
る
見
前
と
、
実
行
行

為
と
貢
甘
能
力
の

M
時
存
在
ぷ
則
L

を
厳
格
に
抑
炉
、
ν
、
こ
れ
な
ム
主
同
性
の
問
問
と
十
ゐ
見
解
に
分
か
れ
ゐ
（
い

F
れ
の
見
解
も
布
門
市
の

日
川
崎
に
際
し
、
主
任
詑
力
H

山
下
前
の
怜
玄
人
セ
考
慮
し
て

こ
の
古
で
異
な
ら
江
い

J
L
か
し
、

後
者
の
え
相
川
は
、

行
為
を
情
ぷ
民

作
攻
陪
t
F
M
J訓
ず
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
責
任
攻
防
で
検
討
す
る
の
か
を
明
り
か
に
し
て
い
z叫
い
。
仙
l

々
、
前
有
の
見
沼
は
、
立
れ
い
詑

々
が
実
行
の
右
手
時
に
存
在
す
れ
ば
一
げ
で
あ
る
ζ

「
る
ハ
耐
拠
を
不
し
マ
、
い
な
い
n

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

慌
の
考
九
州
ハ
で
改
パ
め
て
検
討

ム

o
J
G
。一公

（
）

L
2
v
子一コ一｝
JJ22h
一主二手

d
2
y
h
向九一一一五主一ン｛

rT守
男
乞
毛
さ
己
ニ
ヨ
／
コ
ヨ
「
ニ
ざ
＝
お
ム
石
王
子
一
二
下
7

／
）
芸
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